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スラムの学び舎・寺子屋

教育活動

スラムと避難民の子どもたち350人が通所

コレラ・HIV予防

公衆衛生活動

感染症による死亡率ゼロを達成中

井戸、共同水場整備

水環境活動

危機的かつ慢性的な水不足を解消

食べられる緑化、美化

環境保全活動

環境問題と貧困問題を両立し改善

平和の家の建築運営

紛争被災者支援活動

避難施設・平和の家運営と食料・衣料配布





●面積：79.9万平方キロメートル（日本の約2.1倍）

●人口：約3,297万人（日本の約1/4） ●首都：マプト（人口約116万人）

●民族：マクワ、マコンデ、ロムウェなど43部族

●言語：ポルトガル語と各民族の言語（北部はマクワ語、マコンデ語等）

●宗教：キリスト教（60％)、イスラム教(20％)、原始宗教

●略歴： 1498年 ヴァスコ・ダ・ガマがモザンビーク島に到達

              1752年 ポルトガルによりモザンビーク総督府設置

              1964年～1974年（停戦）モザンビーク独立戦争

              1975年 ポルトガルから独立

              1977年～1992年（停戦）モザンビーク内戦

              2017年～現在、モザンビーク北部でイスラム過激派による攻撃続発

◆平均寿命：58.1歳（2023年） ◆出生率：4.64人（2021年）

◆５歳未満の乳幼児死亡率：18％（カーボデルガド州2008年）

◆５歳未満の栄養失調率：56％（カーボデルガド州2008年）

◆15歳以上のHIV感染率：13.9％（2022年）  ◆1人当たりGDP：544USD（2022年）

470年間に渡る
植民地化の
愚民化政策で

QOLが最悪に。





天然ガス開発地域

攻撃地区

カーボデルガド州

カーボデルガド州の2020年の死者数は2019年の２倍。
モザンビーク全体の死者の９７％がカーボデルガド州。

























●エスパンサオン共同水場

●
エスパンサオン
平和の家

●ナティティ平和の家
●当会事務所

ペンバ空港

＜距離＞

■空港から事務所

車で１５分

■事務所から平和の家

徒歩８分

■事務所から寺子屋

徒歩８分

■事務所からエスパンサオン

平和の家

車で３０分

■事務所からエスパンサオン

共同水場

車で３０分

■エスパンサオン平和の家

から共同水場

車で１０分

●ペンバ寺子屋

ナティティ平和の家

ペンバ寺子屋

エスパンサオン共同水場

エスパンサオン平和の家
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2025

エスパンサオン平和の家 建屋の完成イメージ



2025
2024

専門学校 先生 8,900円/月 ☓３年間 合計３５万円

専門学校 看護師 7,100円/月 ☓３年間 合計３０万円

大学 会計士、弁護士 9,500円/月 ☓４年間 合計５０万円





ガス開発
エリア

ペンバ
当会事務所

攻撃地区
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